





















































































































































































































































































































































































































阪南論集　社会科学編 Vol. 49 No. 2
94
加えて，2012年10月１日現在の推計で，中国に
在留している日本人は，150,399人にのぼる18）。
また2012年度の訪日中国人数は1,425,100人と過
去最高であった19）。数字のうえだけでいえば，
日中交流史上，空前の規模の人的交流といえ
る。しかし，人的交流が進めば，ますます相互
理解が深まるかといえば，必ずしもそうではな
い。とくに2012年９月の日本政府による尖閣諸
島国有化以降悪化し，内閣府が2013年９月26日
～10月６日に行った「外交に関する世論調
査」20）では，中国に「親しみを感じる」とする
者の割合が18.1％（「親しみを感じる」3.6％＋
「どちらかというと親しみを感じる」14.5％），
「親しみを感じない」とする者の割合が80.7％
（「どちらかというと親しみを感じない」35.6％
＋「親しみを感じない」45.1％）と，「親しみ
を感じない」が「親しみを感じる」より，62.6
％も上まわる。また現在の日本と中国の関係に
ついては，「良好だと思う」とする者の割合が
6.7％（「良好だと思う」0.4％＋「まあ良好だと
思う」6.3％），「良好だと思わない」とする者
の割合が91.0％（「あまり良好だと思わない」
36.7％＋「良好だと思わない」54.3％）と，９
割以上が日中関係を良好ではないと感じている
ことがわかる。
　軽々にこのような数字に一喜一憂するべきで
はないが，これは楽観できない事態といえる。
2012年に日中は国交正常化40周年を迎え，あら
ためて想起すべきは「われわれはただひたすら
子々孫々にわたって永続する平和と友好とを期
待し，切望し，そのために可能な限りの努力を
払うことを心に誓うのみである。そのとき，も
っとも必要なものは，適切な相互理解と，皮相
にとらわれない，高所に立った見識」21）である
という戦争を経験した藤家氏の言葉であろう。
　今後の日中交流において必要とされるのは親
日・親中層ではなく，「皮相にとらわれない，
高所に立った見識」をもった知日・知中層の増
加である。そのためにも，年々精緻となる中日
文化交流史研究の成果が学術世界だけでなく，
研究書でありながら一般の読者にも理解しやす
い本書のような成果が，日中双方で出版される
ことを期待してやまない。
注
１）本章を除く総述６篇と実地考察９篇が編著とな
るが，実質単著であるといえる。
２）藤家禮之助著『改訂版　日中交流二千年』（東海
大学出版会，1988）179ページ参照。なお，本書
は1977年に出版された『日中交流二千年』（東海
大学出版会）を補訂したものである。
３）2006年10月８日，当時の安倍晋三総理大臣と胡
錦濤国家主席とは，日中の研究者による歴史共
同研究を立ち上げることで合意。同年11月16日
に，当時の麻生太郎外務大臣と李肇星外交部長
が日中歴史共同研究の実施枠組みについて協議，
合意し，実施が決定された共同研究プロジェク
ト。
４）王勇『中国史のなかの日本像』（農山漁村文化協
会，2000），209ページ参照。
５）「15・16世紀の東アジア国際秩序と日中関係」
（『第１期「日中歴史共同研究」報告書』第１部
第２章，2010），１ページ参照。
６）前掲注（４）引用王勇書参照。
７）『明史』世宗紀嘉靖三十二年の条に「閏三月，海
賊汪直糾倭寇瀕海諸郡，至六月始去」と海賊と
認識されている（汪直は王直に同じ）。これに対
し日本では「五峰先生」と尊称される。この王
直に対する日中双方のイメージのズレについて
は，橋本雄・米谷均「倭寇論のゆくえ」（『海域
アジア史研究入門』岩波書店，2008）参照。
８）著者は，このような唐物鑑賞の方法を「摆饰学」
と名付ける（277ページ）。
９）これまでの日中双方の日中交流研究については，
大庭脩「序説─日本の研究者から見た日中文化
交流史」・王暁秋「序説─中国の研究者から見た
日中文化交流史」（大庭脩・王暁秋編『日中文化
交流史叢書［１］　歴史』大修館書店，1995）に
詳しい。
10）近現代史の共同研究の詳細については，笠原十
九司編『戦争を知らない国民のための日中歴史
認識『日中歴史共同研究〈近現代史〉』を読む』
（勉誠出版，2010）参照。
11）前掲注（９）引用大庭論文，19ページ参照。
12）前掲注（４）引用王勇書，45ページ参照。
13）『第１期「日中歴史共同研究」報告書』「序章　
古代中近世東アジアにおける日中関係史」（中国
側）４ページ参照。
14）前掲注（７）引用橋本・米谷論文，89ページ参
照。
15）高良倉吉『アジアのなかの琉球王国』（吉川弘文
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館，1998）・村井章介「東南アジアのなかの古琉
球」（『歴史評論』603，2000）・赤嶺守『琉球王
国─東アジアのコーナーストーン』（講談社，
2004）等参照。
16）前掲注（２）藤家書，250ページ参照。
17）外務省「最近の日中関係と中国情勢」参照
（http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/china/
pdfs/kankei.pdf）。
18）外務省「世界と日本のデータを見る」海外在留
邦人数調査統計平成24年（2012年）参照。
19）日本政府観光局（JNTO）「訪日外客の動向」参
照（http://www.jnto.go.jp/jpn/reference/
tourism_data/visitor_trends/pdf/tourists_2012_
np.pdf）。
20）内閣府：「外交に関する世論調査」（平成25年10
月調査）「日本と中国」参照。また，日本の言論
NPOと中国日報社とが行った「第９回日中共同
世論調査」（2013年５～７月）でも，両国間の互
いに対する印象はともに2012年よりも大幅に悪
化し，日本人の中国に対する「良くない印象」
は90.1％，中国人の日本に対する「良くない印
象」は92.8％と，いずれも９割を超え，過去９回
の調査で最悪の状況になっている。
21）前掲注（２）藤家書，250ページ参照。
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